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尿道結石を伴なった巨大膀胱結石
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A GIANT BLADDER STONE WITH A SMALL URETHRAL STONE

Motoaki Hattori, Kazuto Itou, Nobuaki Ootake,

Kazuhiko Okabe, Kohei Kurokawa, Masamichi Hayashi,

Takanori Suzuki, Kyoichi Imai and Hidetoshi Yamanaka

From the Department of Urology, Gamma University School of Medicine

   A 71-year-old man had pollakisuria, macrohematuria and sense of urinary retention. His ure-
throgram showed a giant bladder  stone with a small urethral stone. He received cystolithotomy. 
The giant bladder stone was removed. It weighed  310  g and is the 32nd reported in Japan. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 587-589, 1992) 
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緒 言

巨大膀胱結石 とは,Kummeri・2)に よれ ば,100g

以上のもの と定義 され,比 較的稀 な疾患 と思われ る.

今回われわれは尿道 結石 を伴 った310gの 巨大膀

胱結石を経験 した ので報告す る.

症 例

患者=71歳,男 性

主訴:頻 尿,肉 眼的血尿,残 尿感

既往歴 ・家族歴:特 記すべ きことな し

現病歴:1990年5月,頻 尿出現.近 医で膀胱炎 とし

治療 されたが軽快 しなか った.8月,肉 眼的血尿,排

尿時痛出現.近 医で施行 された骨盤部単純写真で膀胱

結石を疑われ,9月3日 当科初診.受 診時,頻 尿,肉

眼的血尿,残 尿感を認めたが,排 尿時痛 は消失 してい

た.

現症1体 格は軽度肥満で胸腹部の理学的所見に異常

を認めなか った.陰 茎根部の腹側に小豆大 の可動性の
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な い硬 結 を 触 れ,直 腸 診 に て 前立 腺 の奥 に 可動 性 のあ

る手 拳大 の硬 い腫 瘤 を触 知 した,

入 院時 検 査 成 績:血 液 検 査;Hct37.9%,Hb12.9

9/dl,RBC4,91×106/mm3,WBC6,300/mm3,Plt

l.3×105/mm3.血 液 生化 学 検 査;UA3.7mg/d且,BU

N12mg/dl,Crl.Omg/d且,Nal37mEq/l,K4.2

mEq/l,CllOlmEq/l,Ca8.9mg/dl,P3.4mg/dl,

Mg2.Img/dl.肝 機 能 そ の他 に 異常 は認 め な か った.

内分 泌 検 査;C-PTHO.5ng/ml,カ ル シ トニ ン49pg/

ml,尿 中 電解 質;CallOmg/day,P463mg/day,

Mg73.2mg/day.尿 検 査;pH7・5,蛋 白(十),糖

(一).尿 沈 渣;RBc50/hpf,wBcso/hpf,細 菌

(一).尿 細 菌 培 養 検 査;細 菌 の発 育 を認 め な か った.

尿 中 ア ミ ノ酸分 析;異 常 を認 め なか った.

X線 検 査所 見1骨 盤 部 単純 写 真 で は,膀 胱 部 に70

×72mm,陰 茎 に 重 な った 部位 に12×10mmの 石 灰

化 陰 影 を認 めた(Fig.1).尿 道 造 影側 面 像 で,膀 胱結

石 お よび 尿 道 狭 窄 を と もな っ た 尿 道 結 石 と 診 断 した

(Fig.2)。 排 泄 性 腎 孟造 影 では,上 部 尿路 系 に 異 常 を

認 め な か った.

手 術所 見:同 年10月Il日,膀 胱 高 位 切 開 で膀 胱 結石

を 摘 出 した.こ の際膀 胱 は,壁 の 伸 展 と内腔 の 拡 張 を

認 め た が,膀 胱 粘 膜 に異 常 は認 め な か った.尿 道 結石

は,外 尿道 口よ り鉗 子 を 挿入 し摘 出 した.そ の後,尿



588 泌尿紀要38巻5号1992年

道拡張術を施行 した.

摘 出標本=膀 胱結石 の表面は細 穎粒状,淡 褐色で,

重量は310gで あった(Fig.3).結 石成分は,燐 酸

マ グネ シウム/アソモ ニウム ・燐酸 カル シ ウム ・炭 酸

カル シウム ・尿酸であった.尿 道結石 の表面は平滑,

淡褐色で,割 面は同心円状で,重 量は59で あ った

(Fig.3).成 分は,燐 酸カルシウム77%・ 炭酸 カル シ

ウム23%で あ った.

経過=術 後2週 間で施行 した尿道造影 では残石 を認

めず,尿 道狭窄 も消失 していた(Fig.2).術 後 の尿流

量検査は,術 前 に比べて最大尿流量率の改善を見た.

10年前 に,排 尿障害が出現 し,陰 茎根部に腫瘤を患者

が触知 し,そ の後症状が改善 したエ ピソー ドがあ った

ので,こ の頃 よ りの尿道結石の存 在が推測 された.膀

胱結石 が生 じた原因は不 明であ ったが,膀 胱結石 の巨

大化 には,尿 道結石に よる尿流停滞 と,そ の後 の自覚

症状 の改善が関与 した と推測 された,尿 道結石 に合併

した巨大膀胱結石は,自 験 例が初めて と思われ た.

尿道結石 を伴 う

告 した。

結 語

310gの 巨大膀 胱結 石 の1例 を報

考 察

本邦におけ る巨大膀胱結石 の報告は比較的少 な く,

1973年 野田 ら3)が200g以 上の報告60例 を集計 した,

野 田ら以後12例 の報告がみ られ計72例 について検討 し

た.性 別は男65例,女7例 と圧倒的に男に多か った,

構成成分は燐酸が最 も多 く,つ いで尿酸,炭 酸,修 酸

の順であ った.300g以 上の37症 例を集計 しTable

lに 示 した,自 験例は重量順 では32番 目であった.

膀胱結石 の原因は,大 多数 は不 明であ る.原 因 の判

明 してい るものの中 では,尿 流停滞が最 も多 く,つ い

で尿路感染,過 尿酸血症,痛 風,長 期臥床である4).

膀胱結石 が巨大化す るには長期間を要 し,そ の間患

者 が医療機関を受診 しない理由 として,自 覚症状 の軽

微なことがあげ られ ている.こ れ は,Williamsら5)

に よれ ば,結 石が一定 の大 きさ以上 に成長する と,膀

胱 内での可動性が減少 し膀胱刺激症状が軽減す るため

であるとされ,鄭 ら6》に よれば,膀 胱側陥凹部に結石

が陥入 し固着 して,可 動性がな くなることで,同 様に

刺激 症状 の軽減す るため といわれている.本 例では,

麹
,6

惣 塗
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Fig.LPlainpelvicX-Pshowsag三antcalcifi・

cation(70×72mm)atthebladder

regionandasma11calci丘cation(12×10

mm)attheproximalregionofpenis・

AB

Fig,2,(A)Pre-operativeurethrogramshowsa

glantbladderstone,asmallurethraI
stoneandurethralstenosis,(B)At

postoperativefilmstonesareremoved
andurethralstenosisisimproved.
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Fig.3.(A)Smallurethralstones,whichwere
crackedbyoperativeprocedureand

(B)agiantbladderstone.
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